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2006年４月，高等学校で教科「情報」を学んだ

学生が初めて大学に入学してきた。大学で基礎情

報教育を担当する教員は，入学した学生がどのよ

うな能力を身につけているかを把握し，大学での

情報教育のカリキュラムを立案する必要がある。

そこで，入学してきた学生に対して，教科「情報」

についての知識・理解の程度を把握するための診

断的な評価テストとアンケートを実施した。

「情報」の評価テストおよびアンケートは，教

育システム情報学会の情報教育特別委員会が中心

となり，2006年４～５月にかけて全国14大学で実

施したが，そのうちデータが揃っている５大学

（国立の総合大学１，理系私学２，文・理混合私

学１，文系私学１）の評価テストとアンケート結

果を分析した。学生総数は4,195名である。評価

テストと情報教育を受けた経験等のアンケート調

2．「情報」評価テストとアンケート

1．はじめに
査内容（いずれも一部）を図１に示す。評価テス

トは，４肢選択問題で実施した。この評価テスト

作成にあたっては，教科「情報」の教科書のキー

ワード（本文中の太字語句）を抽出し，より多く

の教科書に共通しているキーワードを重要語句と

判定し，それに基づいて問題を作成した。

評価テストの結果をもとに，2006年度入学生に

おける教科「情報」の学習目標の３観点，すなわ

ち情報活用の実践力（以下「情報活用」と略す），

情報の科学的な理解（以下「科学的理解」と略す）

および情報社会に参画する態度（以下「情報社会」

と略す）に対する知識・理解の分析を行った。こ

の評価テストは，「情報活用」および「科学的理
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教科「情報」診断テスト
問　　題

・情報を伝達するしくみとし
て，当てはまらないものはど
れか。

・情報伝達について，習いまし
たか？

・問題を解決するために，でき
るだけ多くの考えを自由に出
し合う思考方法を何という
か。

・問題解決について，習いまし
たか？

選　択　肢
① 電子メール
② Webページ
③ プロジェクタ
④ チャット
⑤ 高校で習った
⑥ 小学/中学で習った
⑦ 習っていない
① KJ法
② ブレーンストーミング
③ プロジェクト
④ ディベート
⑤ 高校で習った
⑥ 小学/中学で習った
⑦ 習っていない

図1 診断テストの問題と質問調査（一部抜粋）
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表１　各問題の正答率と履修時期



解」に関する５つの学習領域から７問，そして

「情報社会」に関する４つの学習領域から６問の

計20問である。テスト結果を表１に示す。

表１から３つの特徴がわかる。１つは，問題ご

との正答率のばらつきが大きいこと，２つ目は，

習っていないと答えた学生の割合が，正答率に関

わらず大きいこと，３つ目は，「科学的理解」と

「情報社会」に関する問題の正答率は60パーセン

ト前後であり，「情報活用」に関する評価テスト

の正答率より低いことである。

2006年春に高等学校を卒業した学生（教科「情

報」の履修者）と，それ以前に高等学校を卒業し

た学生（教科「情報」の未履修者）の調査結果を

比較する。なお，内訳は，教科「情報」の履修者

が2,787名（66.4％），未履修者が1,408名（33.6％）

である。

（1）コンピュータリテラシーの比較

教科「情報」の履修者と未履修者間のコンピュ

ータリテラシーの差異を図２に示す。

①日本語入力

未履修者でも約８割の学生が大学入学時までに

日本語入力・漢字変換等の技能を有している。

②ワープロ

未履修者の中でも約４割の新入生が「できる」

あるいは「大体できる」と回答している。履修者

に関しては，６割弱が入学時にワープロでの文書

作成が可能である。

③表計算

履修者の約８割が高校終了までに表計算を学習

している。大学入学時に，表計算が「できる」ある

いは「大体できる」と答えた履修者は約３割であ

り，履修・未履修者の差は15.7パーセントである。

④プレゼンテーションの技能

履修者の６割が高校終了までにコンピュータを

用いたプレゼンテーションを経験している。大学

入学時に，プレゼンテーションが「できる」あるい

は「大体できる」と答えた履修者は約３割であり，

履修・未履修者の差は20.9パーセントである。

3．教科「情報」履修者と未履修者の比較
⑤Webページ作成

Webページ作成の技能を身につけている新入

生は，履修者でも15パーセント強である。教科

「情報」ではWebページ作成に関する技能が十分

に身についていないことがわかる。履修者・未履

修者の差は6.5パーセントである。

（2）教科「情報」の知識の比較

評価テストで，履修者・未履修者の差が大きい

設問は，「プレゼンソフトの基本機能」（12.2％），

「画像データの拡張子」（8.3％）など実習に関わる

質問である。なお，履修者・未履修者における評

価テスト20問の平均の差はわずか３パーセントで

あり，現状のままでは教科「情報」を履修しなく

ても，教科「情報」の知識の差はほとんどない。

今回の評価テストとアンケート結果をまとめる

と，次にようになる。

①「情報活用」に比べて，「科学的理解」や「情

報社会」の正答率は低い。

②問題を解くために必要な知識を習ったと自覚

している学生が全般的に少ない。

③高校で実施される情報教育によって，アプリ

ケーションソフトの利用技術は上達している

が，教科「情報」の知識・理解に関する学力

はあまり向上していない。
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4．おわりに
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図2 履修・未履修者のコンピュータリテラシー比較




